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 長崎県立長崎図書館 第３回図書館実務研修会発表資料 
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長野県塩尻市 中澤 友義 



ビジネス支援サービスの意義 
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図書館のメリット 利用者のメリット 市（町村）のメリット 

・利用者獲得 
・司書のスキルアップ 
（選書、レファレンス） 
・図書館広報 
・予算獲得 

・地方創生の契機 
・産業部門の支援 
・企業支援体制の強化 
・人材発掘 

・新しい相談先 
・人脈形成 
・耳より情報の入手 
・広報支援 



塩尻市立図書館のビジネス支援サービス 

資料の収集・配架 

雑誌広告掲載制度 

ビジネス情報相談会 

３Dプリンター 
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事業アイデア、まとめ 



えんぱーくのビジネス支援サービス 

● フリーＷｉＦｉ ● 会議室 / オープンスペースの活用 

● 市商工部門なども同居 

企業の会議やコワーカーも利用 企業の営業活動も実施 

ハローワーク 観光課 商工会議所 4 



資料の収集・配架 
（しごと情報コーナー / 統計・白書） 

本以外の資料収集 
(冊子/パンフ/チラシなど) 

産業構造や地場産業などを 
ふまえた資料 

日経新聞の書評などを 
参考に選書 

しごと情報 
コーナー 

BL講習会などで得た知識 
をフル活用 

ハローワーク求人情報 

専門部署や専門機関
の意見も聞きながら 
収集 
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雑誌広告掲載制度 

 1冊5,000円/年（雑誌スポンサー制度と差別化） 

 年に1度企業展を実施 

 バックナンバーにも掲載 

 広告掲載の減免制度を設ける 

 

 チラシ 

企画展の様子 広告が掲載された雑誌 
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ビジネス情報相談会 

・よろず支援拠点（経済産業省）と連携 

・2016.11からスタート 

年度 開催数 相談件数 創業相談 

2016 5 14 6 

2017 12 24 12 

2018 10 21 6 

2019※ 21 20 5 

・図書館スタッフ３名体制 

※2020.1時点 
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塩尻市立図書館のビジネス相談会の特徴 

 産業政策課と連携し市の創業支援事業の一つに位置づけられ、国からも
認定を受けている。 
 
認定により、相談会を経て創業された方は、法人化する際の登録免許税
の軽減措置（半額）、信用保証枠の拡大等の支援策が適用される。 
 
http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/a01gyosei05_150227.html 

 

 相談会を経て創業された方に対し、雑誌広告活用制度の費用を３年間減
免するようにしている。→創業後の支援にも力を入れたいという思い 

 

 相談スタッフの質がいい！（全員ＢＬ講習会受講者） 
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2019年からの新しい取組み 

 事業主・創業希望者向けミニセミナーの開催 
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７ 回 

42 人 

開催数 

参加人数 



創業事例（２件＋アルファ) 

https://iejirushi.com/ 
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http://windofshinshu.web.fc2.com/ 

地方創生レファレンス大賞2017（審査会特別賞）受賞 

家印 IEJIRUSHIオーダー表札販売のお店 

農業グループ 信州の風農作物の生産販売 

農業者の体操教室（副業） 
※開業準備中 

2017.5 創業 

2018.3 創業 



相談内容 

〇事業計画書の作成支援 

〇個人事業主になるための基礎知識 

〇補助金情報 

ブランディング、経営ビジョン、 
市場調査など 

社会保険、税金の申告・減価償却、 
円満退職 

〇販路開拓支援など 

   吉江さんがまとめた市場調査や事業計画書 

小規模事業者持続化補助金による
資金確保支援 
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相談会の様子 

地方創生レファレンス大賞2017（審査会特別賞）受賞 



(おまけ)よろず支援拠点コーディネーター 
     からメッセージ 
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相談者 

企業支援

機関 
図書館 

連携によるメリット 

創業レファレンスに 
必要な情報の把握 

スキル向上 

選書にも影響 

専門家がいる安心感 

人脈のおすそ分け 

事業の広報 

知識・情報の補完 

新規ユーザーの開拓 

迅速な情報提供 

新規ユーザーの開拓 
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今後の展開・課題 

 産業政策部門とのコラボ 

 雑誌広告掲載制度を活用した情報発信 

 レファレンス成果の把握と発信 

 
 国・県の補助金等の施策などの一元管理 
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３Dプリンター 活動実績 

一般利用サービス 

工作教室 

企画展示（出張図書館） 
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MUTOH  
MF-2000 



  一般利用サービス 

・2015年10月 サービス開始 

・対象：市内/市外、個人/法人問わず利用が可能 

・利用料金：400円/時間（フィラメント代込み） 

・印刷カラー：1色 

・材料：ABS/PLAの2種 

・セルフ印刷方式 

・初回は図書館スタッフが立ち合い 

・実績 

 2015：利用件数147回, 稼働日数49日(稼働率34%) 

 2016：利用件数138回, 稼働日数46日(稼働率15%) 

 2017：利用件数130回, 稼働日数43日(稼働率14%) 

利用案内 

印刷の様子 
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   工作教室 
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   企画展示 

・館内でのデモンストレーションや装飾展示 

・市民活動団体とタイアップ展示 

・図書館外でのプロモーション展示 

こども科学探検団に参加 

デモンストレーションの様子 

市民団体と連携した企画展示 
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レファレンス実績 

医療関係 

金融業 

製造業 

漆器 

趣味、教育 
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   医療 

ＭＲＩ検査時に自動生成する３Ｄ
画像を印刷したい。 

患者への販売、病状説明、学生の
勉強材料としての活用が目的。 

歯科大学の学生が歯のモデルの印
刷に利用。 
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   金融（銀行） 

融資の相談を受けているクライア
ントのプロジェクトや業界動向を
知りたい。 

3Dプリンターの種類や使い方、 
業界動向を示した資料や、プロダ
クトデザインに関する資料を提供
した。 
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   製造業 

自社での導入を目的に、低価格の 

3Dプリンターの性能を知りたい。 

試作品を作りたい。 

・３Ｄプリンターの使い方の説明 

・県工業技術センターの案内 

製品化 事例１件 印刷代行を希望する方も多い 
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   漆器（市伝統産業） 

・試作品づくり用の生地をプラスチックに 

 置き換えたい。 

（生地発注の手間簡略化） 

・漆器組合向け３Ｄデータ作成講座の開催 
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木曽の若手漆器職人と昭和女子大との産学連携プロジェクトを支援（試作品づくり） 
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   趣味、教育 

・岳都・松本山岳フォーラム（２度参加。今年度も3月に参加予定） 

・上高地インフォメーションセンター出張図書館 

・県内の山３D模型の展示 

・VR、プロジェクションマッピン
グ、クロマキーなどのIT技術を活用 
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地方創生レファレンス大賞（奨励賞）受賞 



導入のメリットや課題 

 新しい利用者の獲得 

 

 信頼関係を構築しやすい 

 

 専門機関とのパイプが増える 

 

 ITスキルが必要 

 

 3Dプリンター（機械）の成熟度 
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事業アイデア① 出版社・書店との連携 

初日の書店の
売上げ2倍に 

その他 ナショジオ、暮しの手帖、童心社等の企画展、BookFanNewsletterなど 

読書離れ・書店離れを止めるため、皆で本の魅力を発信しようという呼びかけで実現 
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事業アイデア② 地元商店との連携 

その他 
 
〇原田眞人監督「関ケ原」  
 公開講演会 
 
〇映画「Re: Public」 
 上映会・ワークショップ 
（県立図書館との連携） 

古厩智之監督（塩尻市出身）の最新作上映と講演会、サイン会 

地元商店と図書館利用の相乗効果を図る意図で企画が実現 

地元企業への
集客に貢献 
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事業アイデア② 地元商店との連携（つづき） 

地域の生活・文化を学ぶ要素をプラス 

テレビやネットニュースに取り
上げられ、レストランに昆虫食

の予約が入る 

信州の食文化「昆虫食」を楽しむイベント 

地元料理店、地元出版社、著者、書店とのコラボ 



30 

事業アイデア③ 行政部門との連携 

ドローン撮影による観光PR 

・広報部門や観光部門と連携 
・ローカルテレビ局とコラボし文化 
 施設や観光名所を空撮 
・Webを使い地域の魅力を発信する 
 お手伝い 
・地域の記録を図書館で保管 

えんぱーく上空からの写真 

地元特産品 ワイン振興 

・観光部門と連携 
・ワイン雑誌編集者による講演会 
・ワイン生産者も参加し、ワイン 
 のブランド力強化を考える 
・貴重書の収集のきっかけとなる 

講演会の様子 

その他 福祉部門（障害者週間企画展）、生涯学習部門（図書館美術館）など 



全体まとめ 

連携は重要（人不足でもできることがある） 

 

予算がなくてもできることがある 

 

勢いも大事 

 

受け身の姿勢から攻めの姿勢に 
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